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国際交流員は、国際理解教育の場などに積極的に参加し、地域の国際化のために活動しています。
おたずね／国際交流室　☎ 21-6576

　「ムーミン」ってご存じですか？丸くてかわいいムーミンはフィンランド生まれで、
今年はその作家である T

ト ー ベ

ove J
ヤ ン ソ ン

ansson の生誕 100 周年です。
　フィンランド人に愛されているムーミンは日本でも大人気です。ムーミングッズをよく見かけ、日本人にフィ
ンランドの話をすると「あっ、ムーミンの国だ！」と言われることも少なくありません。
　日本で最も知られているムーミンはアニメでしょうが、私がお勧めしたいのは小説です。そこで描かれている
ムーミン家の自然に近いゆったりした生活は、実はフィンランド人のライフスタイルによく似ています。夏休み
になると、多くのフィンランド人はサマーコテージへ行き、家族と一緒に魚釣り、野菜畑、ベリー摘みなどを楽
しみます。白

びゃく

夜
や

の中で時間に追われない毎日です。
　また、小説には人生や世間に対する作家の素敵で感動的な考えも多く、老若男女が楽しめる話です。
　新年度が始まり、皆さん忙しい毎日を送っていると思います。そこで私が母によく言われる名言をムーミンか
ら一つ。「A

ア ル テ ィ ン グ

llting s
ソ ム

om ä
ア ル

r t
トゥレーブリグトゥ

revligt ä
ア ル

r b
ヴ ラ

ra f
フォール

ör m
マ ー ゲ ン

agen.（すべて楽しいことはお腹にいいのですよ。）」これを忘
れずに夏に向かい、楽しい毎日を過ごしましょう。

　

市
民
向
け
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
」
及
び
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
「
住
宅
建
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
」

を
見
直
し
、
子
育
て
世
代
等
の
定
住
や
過
疎
地
域
等
へ
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、「
定
住
促
進
住
ま
い
づ
く
り

助
成
金
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

市
民
対
象
分
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

市
内
に
自
ら
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
家
を
、
市

内
に
本
店
が
あ
る
施
工
業
者（
個
人
事
業
者
含
む
）

に
発
注
し
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、
工
事
費

が
50
万
円
以
上
の
も
の
。

※
交
付
決
定
後
に
着
手
す
る
工
事
に
限
り
ま
す
。

※
申
請
者
と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、
三
親
等
以
内
の
親
族

所
有
に
限
り
対
象
と
し
ま
す
。

※
26
年
度
中
に
出
雲
市
に
転
入
す
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
金
額

　

優
先
世
帯
枠　

　
　

工
事
費
の
10
％
で
、
上
限
10
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
円
未
満
切
捨
）

　

一
般
世
帯
枠

　
　

５
万
円（
定
額
）

■
予
定
件
数

優
先
世
帯
枠
180
件

一
般
世
帯
枠
100
件

※
申
込
件
数
が
予
定
件
数
を
超
え
た
場
合
は
、
枠
ご
と
に
抽
選

で
助
成
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
期
間
内
に
申
込
予
定
件
数
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
、

抽
選
を
行
わ
ず
、
申
込
者
全
員
を
助
成
対
象
と
し
ま
す
。

　

 

残
り
の
件
数
分
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
で
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
予
定
件
数
に
達
し
た
時
点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

※
一
般
世
帯
枠
は
26
年
度
の
暫
定
措
置
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

４
月
18
日（
金
）～
５
月
23
日（
金
）

※
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
添
付
書

類
不
要
）申
込
書
に
記
載
い
た
だ
く
施
工
業
者
・
見
積
額
・
工

期
な
ど
は
申
込
時
点
で
計
画
中
の
も
の
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
公
開
抽
選

　

６
月
５
日（
木
）　

14
時
～

　

市
役
所
１
階
く
に
び
き
大
ホ
ー
ル

優
先
世
帯
枠

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
の
方

は
、
優
先
世
帯
枠
に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①【
子
育
て
世
代
】
18
歳
以
下
の
子
２
人
以
上
と
同

居
す
る
者

②【
三
世
代
同
居
】
三
世
代
以
上
が
同
一
敷
地
内
に

居
住
す
る
者

③【
新
規
二
世
代
同
居
】
親
と
新
た
に
同
居
し
よ
う
と

す
る
者

④【
新
婚
】
結
婚
５
年
未
満
の
者

【
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
対
象
分
】
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
要
件
等
、

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
６
月
20
日
発
行
の
広
報
い
ず
も
で
も
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

フィンランドのムーミンタイム
国際交流員の
フィンランドから来ました。

こんにちは！
ミリヤ です。

国際交流のひろば

定
住
促
進
住
ま
い
づ
く
り
助
成
金【
市
民
対
象
分
】

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
助
成
し
ま
す

新規
事業

vol.２

申
し
込
み
・
お
た
ず
ね
／

　
　
　

縁
結
び
定
住
課　

☎
�
６
６
２
９



樹木のドクター

樹
医
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

Vol.5

お
た
ず
ね
／
出
雲
市
樹
医
セ
ン
タ
ー
☎
�
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４
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７

お
た
ず
ね
／
出
雲
市

　
　
　
　
　

ト
キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
⑳
１
３
５
０

ト
キ
の
分
散
飼
育
事
業
と
は

「
葉
枯
れ
病
」類
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

松
の
「
葉
枯
れ
病
」
類
で
代
表
的
な
も

の
は
「
褐か

っ

斑ぱ
ん

葉は

枯が

れ
病
」、「
葉
ふ
る
い
病
」、

「
赤せ

き

斑は
ん

葉は

枯が

れ
病
」
の
３
種
類
で
す
。
互
い

に
併
発
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
見
分
け

る
の
は
困
難
で
す
。
こ
れ
ら
は
カ
ビ
（
糸

状
菌
）
に
よ
る
病
気
で
、
６
月
頃
に
感
染

し
ま
す
。
症
状
が
目
に
見
え
る
の
は
秋
か

ら
翌
年
の
３
月
頃
で
す
。
ま
ず
葉
先
か
ら

黄
色
い
斑
点
が
現
れ
、
し
だ
い
に
茶
褐
色

に
変
化
し
ま
す
。
症
状
の
現
れ
た
葉
は
薬

を
使
っ
て
も
治
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
翌

年
の
新
た
な
感
染
を
防
除
す
れ
ば
、
病
気

を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
除
方
法
は
？

　

殺
菌
剤
と
し
て
、
銅
水
和
剤
（
キ
ノ
ン

ド
ー
や
ド
ウ
グ
リ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
治
療
薬
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
古

葉
か
ら
新
葉
へ
の
感
染
の
予
防
薬
で
す
。

新
葉
に
対
し
て
６
月
に
２
回
、
７
月
に
２

　

市
が
行
っ
て
い
る
ト
キ
分
散
飼
育
事
業

の
内
容
は
、
①
ト
キ
を
飼
育
繁
殖
し
、
佐

渡
島
で
行
わ
れ
る
放
鳥
の
候
補
個
体
と
し

て
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
へ
供
給
す
る

こ
と
、
②
ト
キ
の
保
護
に
関
す
る
普
及
啓

発
を
す
る
こ
と
の
２
つ
で
す
。

　

な
ぜ
、
ト
キ
の
分
散
が
必
要
か
と
い
う

と
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
伝
染
病

で
佐
渡
島
に
い
る
ト
キ
が
絶
滅
し
て
し
ま

う
心
配
が
あ
る
の
で
、
絶
滅
の
危
険
を
少

な
く
す
る
た
め
に
分
散
さ
れ
ま
し
た
。
出

雲
市
等
が
分
散
飼
育
を
す
る
前
は
国
内
で

ト
キ
は
佐
渡
島
に
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
佐
渡
島
以
外
で
ト
キ
を
飼
育
し

て
い
る
の
は
多
摩
動
物
公
園
（
東
京
都
）、

い
し
か
わ
動
物
園
（
石
川
県
）、
長
岡
市
ト

回
、
２
週
間
間
隔
で
噴
霧
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
薬
剤
は
、
松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の

殺
虫
剤
（
ス
ミ
パ
イ
ン
や
ス
ミ
チ
オ
ン
）

と
併
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
対
策
と
し
て
は
、
土

壌
の
改
善
を
行
う
こ
と
や
、
樹
木
が
本
来

持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
を
生
か
す
た
め

に
、
春
の
み
ど
り
摘
み
を
行
わ
ず
、
秋
の

古
葉
取
り
を
最
小
限
に
し
て
葉
の
量
を
減

ら
さ
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
県
）、
そ
し

て
出
雲
市
ト
キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー
の
４

か
所
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
非
公
開
で
ト
キ

を
飼
育
繁
殖
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ト
キ
の
数
は

１
８
５
羽
。
そ
の
内
訳
は
、
佐
渡
島
内

１
３
１
羽
、
多
摩
９
羽
、
い
し
か
わ
18
羽
、

長
岡
15
羽
、出
雲
12
羽
で
す
。
繁
殖
期
（
２

月
～
７
月
）
に
は
、
今
年
も
各
ト
キ
飼
育

施
設
で
ト
キ
の
数
が
増
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
ト
キ
保
護
増
殖
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、
松
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
相
談
が
増
え
て
き

た
の
が
「
葉
枯
れ
病
」
類
で
す
。

　

市
で
は
、「
21
世
紀
環
境
先
進
郡
市
の
創
造
」
を
目
標
に
掲
げ
、
野
生
動
植
物
と
の

共
生
と
自
然
環
境
の
保
護
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ト
キ
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
４
月
１
日
現
在
12
羽
の

ト
キ
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に
４
羽
の
ト
キ
が
や
っ
て
き
て
か
ら
、
出
雲
で

生
ま
れ
た
ト
キ
は
22
羽
、
そ
の
う
ち
10
羽
は
す
で
に
新
潟
県
佐
渡
島
で
放
鳥
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
が
行
っ
て
い
る
ト
キ
の
分
散
飼
育
事
業
に
つ
い
て
、
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

葉
が
茶
色
に
…
松
く
い
虫
と
は
違
う
よ
う
だ
が
？

と

な

り

の

ミ
コ
ト
ッ
キ
ー

手当前

手当後

第１回
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